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平成24年11月期決算説明会資料

平成25年１月17日

テクノアルファ株式会社
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平成24年11月期総括
・東日本大震災、タイ洪水からの回復

→顧客工場の稼働率向上、消耗品売上の伸張

・ペリテックを今期よりフル連結

→売上高732百万円（連結売上高の24.1％）、営業利益51百万円

・１株当たり配当金の増額（21円→27円）

・神奈川事業所の開設→メーカー機能の実現

・ドイツPiNK社製真空リフロー装置の販売本格化、好調な受注

・ダビットの海外向け販売好調

・ペリテックにおけるEMIテスタの事業譲受

・経済産業省のサポイン（サポートインダストリー）選定
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平成24年11月期決算（連結）の概要

単位：百万円 平成24年
11月期

対売上比

（％）

平成23年
11月期

増減

（％）

売上高 3,032 100.0 2,550 +18.9

売上高総利益 962 31.8 691 +39.2

営業利益 252 8.3 100 +151.5

経常利益 358 11.8 242 +48.0

当期純利益 175 5.8 156 +12.1

１株当たり当期
 純利益（円）
82.82 － 71.08 +16.5

配当（円） 27.00 － 21.00 +28.6
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平成24年11月期
 

事業セグメントの損益の概要

単位：百万円

半導体

 装置
電子材

 料・機器
マリン・

 環境機器

SI その他 全社又

 は消去
合計

売上高 1,055 849 359 732 46 △11 3,032

構成比（％） 34.7 27.9 11.8 24.1 1.5 △0.0 100.0

増減（％） △12.2 +14.8 △25.0 +536.4 +226.7 － +18.9

営業利益 250 29 36 51 5 △122 252

増減（％） +51.8 △5.9 +244.8 － － － +151.5



http://www.technoalpha.co.jp/ 5

受注高・受注残（連結）2期比較（百万円）
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半導体装置事業

・装置の売り上げは前期を下回る

0

500

1,000

1,500

23/11 24/11

修理

消耗品・部品

装置

（百万円）

・東日本大震災・タイ洪水からの回復により、顧客の工場稼働率

 向上し、消耗品が好調に売り上げ、増益要因に

・リボンボンダー、金線ワイヤーボンダーの拡販に注力
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電子材料・機器事業
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・液晶製造用の粘着剤の輸出が堅調

・ドイツPiNK社製真空リフロー装置の販売本格化、受注・引合いも旺盛
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マリン・環境機器事業

マリン事業 環境機器事業

・救命艇は前期までの受注を予定通り売上

・海外よりダビットを継続的に受注（平成24 
年11月期の売上）

・尖閣諸島問題等で引き続き海上保安庁の

 巡視艇の建造の増加が予定され、ダビット

 の受注が増加する見込み

・活発な営業活動が奏功し、受注にはつながって

 いないものの引合い案件が増加

0

200

400

600

23/11 24/11

環境機器

マリン

（百万円）



http://www.technoalpha.co.jp/ 9

SI（システムインテグレーター）事業

・今期よりフル連結

・EMIテスタの販売開始

・好調な受注（受注高

 
約7.4億円、受注残

 
約２億円）

・経済産業省よりサポイン（サポートインダスリー）の認定

http://www.peritec.co.jp/index.html
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その他

・太陽電池特性評価システム［自社システム］

・X線検査装置［ドイツYXLON社］

・超小型ロボット（ナノマニピュレーター）［スイスImina社］

太陽電池特性評価システム

X線検査装置
ナノマニピュレーター
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神奈川事業所の開設

・2012年５月より神奈川県大和市に神奈川事業所を開設

→メーカー機能の実現

・これまで協力工場に委託していた半導体装置事業、電子材料・機器事業にて

 取り扱う装置に付随する搬送装置等の設計・組立を当所で実施
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サポイン（サポートインダストリー）の認定

・経済産業省より総額約１億円の助成金の承認を受け、２年以内の製品開発を目

 指す

・初年度の販売目標は８台で２億円、次年度以降は年20 台で５億円以上目標に

・当該テーマは、2012年１月に株式会社日立ディスプレイズから事業を譲り受けた

 EMIテスタをベースに開発

詳細は、添付（http://pdf.irpocket.com/C3089/JA1b/hXcA/TCW6.pdf）参照

http://pdf.irpocket.com/C3089/JA1b/hXcA/TCW6.pdf
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平成25年11月期の取組み
・セグメントの変更

→エレクトロニクス事業、マリン・環境機器事業、ＳＩ事業の３事業へ

・メーカー機能の推進

→神奈川事業所の活用

・ＳＩ事業における商品の拡販

→東南アジア、ヨーロッパ等への輸出も視野に

・サポインの推進
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株式の分布（平成24年11月末日現在）
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Disclaimer

本資料は、当社の企業説明に関する情報の提供を目的としたものであり、当社が発行する有価証券の投資を勧誘することを目的としたものではありません。また、

 
本資料は平成24年11月末現在のデータに基づいて作成されております。本資料に記載された意見や予測等は、資料作成時点の当社の判断であり、その情報

 
の正確性、完全性を保証し又は約束するものではなく、また今後、予告なしに変更されることがあります。
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